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論文題目
T i t l e

 中国新疆オイラドの宗教復興に関する人類学的研究  
―寺とオワー祭祀の復活に関わる転生活仏シャリワン・ゲゲン 14 世―  
 
 出願者であるナムジャウ（以下、著者とする）は、みずからの出身地である中華人民共

和国（以下、中国とする）新疆ウィグル自治区イリカザフ自治州に属するホボクサイル・

モンゴル自治県を対象地域とし、5 年にわたって計 7 ヶ月滞在し、同地域におけるチベッ

ト仏教寺院ならびにオワーと呼ばれる土地神祭祀の場の双方について、1980 年代以降、改

革開放政策下での復興について綿密に聞き取り調査と文献調査を行い、詳細なモノグラフ

を描くことによって、宗教復興に関するプロセスとメカニズムを明示した。現在、同地域

は、実質的に国内外を問わず研究者による調査がきわめて困難であり、その意味で非常に

貴重な研究である。  
 著者は、中国における民族政策の緩和に伴う宗教復興を扱うにあたって、復興過程で重

要な役割を果たすことになった転生活仏シャリワン・ゲゲン 14 世に的をしぼり、中国的

セキュラリズム（本論文では政教分離主義の意味）を明らかにするという分析方法を採っ

ている。現在のみならず、過去の行政組織との関わりについても考察しているという点で

広い時空を扱っている。  
 具体的には、序章を含めて 7 つの章から構成されている。  
 序章では、中国における宗教政策の歴史とそれに関する研究史が検討され、社会主義体

制における国家公認の宗教の実態について、これまで具体的な事例研究のない、転生活仏

の活動から明らかにするという研究目的が提示されている。  
 第 1 章では、本論文の対象となるオイラドと自称する人びとに関する整理に基づき、調

査対象地域が位置づけられている。オイラドとは基本的に、チンギス・ハーンの系譜を引

かない西部モンゴル系集団とされている。現在のチベット仏教の主流であるゲルク派を 17
世紀に軍事的に支援したホシュド部、その内紛を嫌ってボルガ河まで移住し、18 世紀に現

在の新疆に帰還したトルグド部、その帰還をうながすことになった政権の空白状態をもた

らしたジュンガル部などから成る。独自のトド文字をもち、仏教思想に基づく政治を理想

とした集団であり、とりわけ本論の対象となるホボクサイルは旧ジュンガル国の首都であ

った地域であり、帰還したトルグドが集住するところである。  
 こうした歴史的背景を踏まえて、第 2 章から第 4 章の 3 つの章が本論文における分析の

中心となる。   
 第 2 章では、シャリワン・ゲゲン活仏の宗教的権威の復興が扱われている。そもそもシ

ャリワン・ゲゲンという階位は 15 世紀に創設され、1810 年代、11 世の時にホボクサイル

地域で積極的な布教が行われ、1856 年に 11 世が円寂すると 12 世以降は同地域のオイラ

ド貴族の家系から生まれてきた。このように歴史的に、当地の貴族の末裔という政治的権



威と宗教的権威は整合してきたのである。中国建国後は還俗させられたが、文化大革命

（1966-1976）終了後、次第に名誉回復される。その名誉回復の実態は、寺院内の御座や供

物から判断されるため、活仏復興は寺院復興とほぼ同義にもなる。著者はさらにシャリワ

ン・ゲゲン 14 世の訓話に注目し、公的な場面では飲酒をたしなめるなど世俗的な話題に

徹する一方で、厄払いなど私的に招かれた場面では宗教的儀礼を実践することから、場面

によって聖俗を使い分けるという戦略的方法で、監視社会においてその存立を確保してい

たことを明らかにした。  
 第 3 章では、人為的につくられた宗教施設である寺院が分析される。同地域にある 5 つ

の寺のうち、総本山に相当する王旗寺（いわば王家菩提寺）をおもに取り上げ、再建と現

在の法要の資金繰りなどが詳細に記述される。その結果、北方遊牧民の軍事的な集団体制

の伝統をひく、清朝時代の盟旗制度が援用され、旗およびその下部単位である佐に属して

いた成員の末裔によって組織的に維持、運営されていることが分かる。一方、シャリワン・

ゲゲンの常駐する寺は、別途シャリワン・ゲゲンの弟子とされた人びとの末裔によって支

えられており、これもまた盟旗制度の例外的規定として設定された旧体制を利用している

点で、同様である。このような旧体制の活用が確認されると同時に、そうして復興された

寺院の最高責任者はシャリワン・ゲゲン 14 世である。すなわち、著者は、ボトムアップの

再建活動の上に、宗教的権威の象徴としてシャリワン・ゲゲン 14 世が機能するさまを明

らかにした。  
 第 4 章では、より土着的かつ自然的な宗教施設であるオワー（土地神の依代とも言うべ

き塚）が分析される。同地域にある合計 16 のオワーのすべてを取り上げ、復活ないし新設

の経緯と祭祀について詳細に記述される。オワーは寺院と比べると盟旗制度の下部単位で

ある佐ごとに維持され、かつ旗レベル、盟レベルという階層性がある。このうち最高ラン

クのオワーをシャリワン・ゲゲン 14 世が復活するよう指示した。また、チベット仏教の公

式的な最高位であるパンチェン・ラマ 10 世の当地訪問を受けて、新たに 4 つのオワーの

再建を指示したが、それらはいずれも平野部にあり、山岳部にある伝統的なオワーの位置

とは明瞭に棲み分けられた。このように、シャリワン・ゲゲン 14 世は、オワーについても

積極的に関わり、公式的な宗教権威の訪問という間接的な政治的介入にもうまく対応して

いたことが明らかとなった。  
 第 5 章では、2014 年に 72 歳で円寂したシャリワン・ゲゲン 14 世の葬儀や人びとの言

説が扱われる。人びとによって転生を願う祈祷が各地で行われたにもかかわらず、その願

いが果たされる見込みはなく、それどころか、募金活動、僧の移動、18 歳以下のオワー祭

祀および寺院巡礼などが禁止されるようになった。円寂後に人びとが政治的な圧力を直接

受けている状況を描くことによって、著者は、シャリワン・ゲゲン 14 世が生前、いかに緩

衝材として機能していたかを明らかにした。  
 第 6 章では、上述の第 1 から第 5 章までの小結を統合し、宗教復興プロセスの社会的背

景として、調査対象地域の地理的、歴史的、社会的特性をまとめ、宗教復興のメカニズム

としてシャリワン・ゲゲン 14 世の果たした役割をまとめた。さらに、著者はアマルティ

ア・センのセキュラリズム論を援用しながら、中国における公認の宗教に対する国家の政

治的な様相を、介入される側のシャリワン・ゲゲン 14 世の諸活動から明らかにし、中国的

なセキュラリズム・モデルのひとつとして提示しうる、と結論づけた。  



  
 以上のように、著者は、ネイティヴ人類学者であることのメリットを活かし、非常に綿

密な観察に基づき、丁寧な民族誌的記述によって、独創的な力作をまとめあげた。とりわ

け、生身の人間である活仏に象徴的な権威が集中するという、チベット仏教の特徴を反映

した分析方法を採用することによって、名目的な政教分離の下であっても、いかに政教が

結びつきうるかについて具体的な様相を明らかにすることに成功している。  
 冒頭でも述べたように現段階ではほぼ調査不能な地域を扱っており、その価値は計り知

れない。寺院の復活については調査事例の一部が取り上げられているにとどまるので、今

後は、本論文で採用されなかった調査事例も公開されるとよいだろう。ただし、理論的側

面については、聖像崇敬のないイスラームとの比較、チベット自治区における状況との比

較、英語圏における解釈の咀嚼などを経ることによって、本研究のモデルとしての意義が

より明確になると期待される。こうした課題は、今後に残されたものであり、本論文の本

質的な意義を損なうものではない。以上の理由により、審査委員会は、本論文が学位の授

与に値すると判断した。  
 




